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 冷却フェルミ原子気体の研究分野では、2004年に 6Li や 40K の 3次元気体で超流動状態が実現し



















BKT 転移を観測したとする実験が根拠としている 2つの現象は、いずれも BKT 転移特有のものでは
なく、BKT 転移であることを立証するには、更なる実験的裏付けが必要であることを指摘している。 
第 3章では、対形成揺らぎに起因する擬ギャップ現象を研究している。この問題に対し、第 2章
で用いた TMA ではなく自己無撞着 T行列近似（SCTMA）を用いる理由が説明された後、SCTMA







定量的に説明できることを示すことで、この領域における SCTMA の妥当性を確認している。 
第 4章では、結論として本研究の成果がまとめられている。 
本研究は、2次元フェルミ原子気体における BKT 転移という、当該研究分野の重要課題に取り組
んだものである。近年報告された実験結果が BKT 転移を観測したものとは断定できないことを明ら
かにした本研究の成果は、2次元フェルミ原子気体の超流動実現に向けた今後の実験研究にとって非
常に重要であり、高く評価できる。また、本研究で指摘された弱結合領域における BKT 転移温度近
傍での超流動秩序パラメータの振幅揺らぎの重要性は、今後、この系の BKT 理論を構築する際の指
針となるだけでなく、広く 2次元超流動の理論研究の発展に貢献するものである。よって、本論文
の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
